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【手続補正書】
【提出日】平成27年5月18日(2015.5.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本開示は、有機層を含む自発光型の発光素子を有する表示装置、およびそのような表示
装置を備えた電子機器に関する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
【図１】本開示の一実施の形態に係る表示装置の構成を表す図である。
【図２】図１に示した画素駆動回路の一例を表す図である。
【図３】図１に示した表示領域の構成を表す平面図である。
【図４】図１に示した表示領域の構成を表す断面図である。
【図５】図１に示した表示領域の構成を表す他の断面図である。
【図６】図４および図５に示した有機層を拡大して表す断面図である。
【図７】比較例としての表示装置の構成を表す平面図である。
【図８】図７に示した表示領域の構成を表す断面図である。
【図９】第１の変形例としての表示装置の要部構成を表す断面図である。
【図１０】第２の変形例としての表示装置の要部構成を表す断面図である。
【図１１】第３の変形例としての表示装置の要部構成を表す断面図である。
【図１２】第４の変形例としての表示装置の要部構成を表す断面図である。
【図１３】第５の変形例としての表示装置の要部構成を表す断面図である。



(2) JP 2014-29814 A5 2015.7.2

【図１４】上記実施の形態等の表示装置を含むモジュールの概略構成を表す平面図である
。
【図１５】表示装置の第１の適用例としてのテレビジョン装置の外観を表す斜視図である
。
【図１６Ａ】表示装置の第２の適用例としてのデジタルカメラにおける外観を表す第１の
斜視図である。
【図１６Ｂ】表示装置の第２の適用例としてのデジタルカメラにおける外観を表す第２の
斜視図である。
【図１７】表示装置の第３の適用例としてのノート型パーソナルコンピュータの外観を表
す斜視図である。
【図１８】表示装置の第４の適用例としてのビデオカメラの外観を表す斜視図である　　
。
【図１９Ａ】表示装置の第５の適用例としての携帯電話機における、閉じた状態の外観を
表す正面図、左側面図、右側面図、上面図、下面図である。
【図１９Ｂ】表示装置の第５の適用例としての携帯電話機における、開いた状態の正面図
および側面図である。
【図２０Ａ】表示装置を用いた第６の適用例としてのタブレット型ＰＣにおける外観を表
す第１の斜視図である。
【図２０Ｂ】表示装置を用いた第６の適用例としてのタブレット型ＰＣにおける外観を表
す第２の斜視図である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　駆動トランジスタＴｒ１は、例えばドレイン電極が電源供給線１４０Ａと接続されてお
り、電源供給線駆動回路１４０による第１電位または第２電位のいずれかに設定される。
駆動トランジスタＴｒ１のソース電極は、有機発光素子１０と接続されている。駆動トラ
ンジスタＴｒ１は、第１電極層１３と第２電極層１６との間に印加される電圧を制御する
ための駆動素子である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　また、上記各実施の形態では、アクティブマトリクス型の表示装置の場合について説明
したが、本技術はパッシブマトリクス型の表示装置への適用も可能である。更にまた、ア
クティブマトリクス駆動のための画素駆動回路の構成は、上記各実施の形態で説明したも
のに限られず、必要に応じて容量素子やトランジスタを追加してもよい。その場合、画素
駆動回路の変更に応じて、上述した信号線駆動回路１２０や走査線駆動回路１３０のほか
に、必要な駆動回路を追加してもよい。
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